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地

増
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と

じ

て

保

存

し

ま

し

ょ

う

　

表

題

題

環

磯

城
　
の
　
力
　
で

石
炭
六
法
　
の
延
長
を
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囲
伽
伽

肌
柚
伽剛

劇
酬

四
月
二
十
二
日
、
中
間
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
で
　
〝
石
炭
六
法
延
長
中
間
遠
賀

地
区
住
民
総
決
起
大
会
″
が
雨
天
の
な

か
、
二
千
六
百
人
も
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
目
的
は
、
い
ま
だ
産
炭

地
域
で
は
、
危
険
な
ポ
タ
山
、
老
朽
化

し
た
炭
鉱
住
宅
、
鉱
害
、
窮
迫
し
た
地

方
財
政
な
ど
大
き
な
問
題
が
山
積
し
て

い
る
の
に
、
こ
れ
等
に
関
係
の
あ
る
諸

法
律
が
期
限
切
れ
を
む
か
え
る
の
に
あ

た
り
、
地
域
の
力
を
総
結
築
し
て
期
限

延
長
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

大
会
に
は
、
多
賀
谷
衆
議
院
議
員
を

は
じ
め
各
国
会
議
員
が
つ
め
か
け
、
議

長
団
に
、
水
巻
町
職
員
労
働
組
合
、
岩

根
委
員
長
な
ど
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
添
田
中
間
市
長
が

決
意
表
明
を
し
た
あ
と
、
各
来
賓
か
ら

国
会
報
告
な
ど
が
さ
れ
、
水
巻
区
長
会

の
藤
崎
会
長
か
ら
力
強
い
決
議
文
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
全
員
で
　
ヶ
六
法
延
長
〟

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
厳
し
い
情
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
郷
土
発
展
の
た
め
〝
六
法
延

長
″
　
の
運
動
を
継
承
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
疎
い
し
ま
す
。

石
法
六
法
と
失
効
期
限
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（決議文を読みあげる藤崎区長会会長）

町の人口

（3月末現在シ去6，772人人　口

男　　　　13，042人

女　　　　13，730人

世帯数　　　8，221世帯

転入405人　　出生　31人

転出407人　　死亡15人

月の異動）

河川　に　ご　み　を捨て　な　い　よ　う　に　し　ま　し　ょ　う



㌦

財
政
再
建
を

町
民
一

昭
和
五
十
五
年
度
、
町
の
予
算
は
別

表
の
と
お
り
、
対
前
年
比
八
・
八
パ

セ
ン
ト
減
と
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、
国
が
借
金
財
政
を
や
め
、

財
政
再
建
計
画
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治

丸
と
匂
っ
て

ｌ
ヽ
■

ｌ

ｌ

ｌ

体
の
主
要
財
源
オ
あ
る
地
方
交
付
税
の

伸
び
率
を
お
さ
え
た
こ
と
と
、
鯉
口
改

良
住
宅
、
学
校
整
備
事
業
な
ど
の
継
続

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。し
か
し
、
財
政
は
厳
し
と
は
い
え
、
、

冊酬…　結末＝近年4月25日Ⅲ冊川…附………Ⅲ酬……】Ⅲ‖…Ⅲ冊Ⅲ冊

過去5か年当初予算

北
九
州
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、

年
ご
と
に
人
口
も
少
し
づ
つ
増
加
し
、

ま
た
行
政
需
要
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
と
し
て
も
、
財
政
再

建
計
画
を
た
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

経
費
の
見
直
し
、
人
件
費
の
節
減
、
事

業
の
繰
延
等
を
は
か
り
、
感
聞
闇
ド
Ｖ

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ

ん
に
は
、
今
後
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
何
率
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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町　　 民　　　 税 3埴 6 ，1 4 6 力 Ｐｌ 7 ．5％

国　 定　 資　 産　 税 3億 3 ，9 3 3 万 円 7．（瑞

巾町村たば こ消費税 7．6 3 2 万 円 1 ．61

電　　 気　　 税 3．4 8 6 万 円 0 ．71

そ　　　 の　　　 他 8 97 万円 0 ．雅

財産収入2．166万円0．5％

諸収入の内訳
4億2．600万円災婆復旧事業収入

薦炭地域臨時交付金

2臆ＬＨ7ノＪＨ雑　　　　　　人

そ　　　の　　　他

その他

町民一人当りの予轟

き　　　　　55．4．1　現在

世　帯　8，221

人　ロ　26，772人

1人当りの予算　　　　180，190円

1人当りの税金　　　　　30，664円

1世帯当りの予算　　　586，798円

1世帯当りの税金　　　99，858円

町　　税

8億2，094万円／
17．0％

諸　収　入

6億6，663万円

13．8％

他
5億2，580万円
10．9％

匡司

国庫支出金／
12億834万円

財

地方交付税
11億4，306万円

23．7％

県支出金9，855万日2．0％

子〓り田花なくそう差別　ふやそう　信頼　　　南中1年

芦
Ｆ
－
‘
さ
軒
Ｌ
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主
な
投
資
的
事
業

㊥
普
通
建
設
事
業
。

水
巻
・
芦
屋
線
及
び

砂
山
・
丸
ノ
内
線
の

簡
略
事
業

。
羅
漢
前
・
イ
ワ
ゼ

線
他
門
路
線
舗
装
事
業

。
猪
熊
・
入
柳
線
歩
道
設
置
事
業

。
公
営
住
宅
及
び
、
改
良
住
宅
、
児
童

遊
園
整
備
事
業

。
高
松
地
区
改
良
住
宅
謹
設
事
業

④
失
対
層
業

。
農
業
用
排
水
路
及
び
古
屋
敷
・
寺
島

線
ほ
か
三
路
線
の
特
定
地
域
開
発
就

労
事
業

。
一
般
失
業
対
策
事
業

㊥
鉱
害
復
旧
事
業

。
大
平
下
水
道
・
山
田
下
水
道
な
ど
公

共
施
設
鉱
害
復
旧
事
業

。
一
般
家
屋
二
十
八
戸
の
鉱
害
復
旧
事

業

維持補修費4，172万円0．9％

人　件　費

8億2，020万円
17．0％

公債費
5億3，869万円

3．200万円0．6％

会
計
予
算

普通建按事業費

16億2，282万円

糟鍔詰円

2億858万円4．3％

その他1，797万円0．4

会 計 別 予　 算　 街

国民健康保 険 6 僚6，798 万円

水　　 道 3 億5，25 0万円

下 水 道 3，500万 円

農業共済 752万 円

国
民
健
康
保
険
事
業

昨
年
に
比
べ
て
一
億
八
千
四
百
四
十

九
万
円
、
三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
療
費

が
昨
年
に
比
べ
て
、
三
十
パ
ー
セ
ン
ト

周
、
自
然
増
七
パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
が
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
歳
出
総
額
の
九
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
が

保
険
給
付
費
で
占
め
ら
れ
、
医
療
費
の

大
幅
な
僑
上
次
第
で
は
、
ま
す
ま
す
苦

し
い
国
保
財
政
に
陥
い
る
こ
と
に
な
り

壊
す
。町
と
し
て
も
、
保
険
財
政
制
度
の
健

禽
化
に
向
け
て
、
国
・
癖
に
働
き
か
け

普
担
の
軽
減
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
も
、
予
防
対

策
な
ど
に
努
め
、
医
療
費
の
節
減
に
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
事
業

収
益
に
お
い
て
は
、
給
水
使
用
料
二

億
六
千
八
百
九
十
二
万
円
、
日
経
別
納

付
金
四
千
二
百
五
十
万
円
、
そ
の
他
営

業
外
収
益
も
含
め
て
、
歳
入
合
計
三
億

一
千
三
百
九
十
万
月
に
な
っ
て
い
ま

す
。
費
用
に
お
い
て
は
、
原
水
購
入
費

二
億
一
千
二
百
八
十
八
万
円
、
給
水
管

理
費
四
千
六
百
十
万
円
、
そ
の
他
儲
菜

．

ｎ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｒ

Ｉ

－

一

1

－

1

．

1

1

外
費
用
を
含
め
て
、
歳
出
合
計
三
席
五

千
二
百
五
十
万
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

三
千
八
百
六
十
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま

れ
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
に
お
き
ま
し
て

も
、
遠
賀
川
河
口
堰
に
と
も
な
っ
て
、

新
配
水
池
の
工
事
費
．
道
路
鉱
害
復
旧

関
連
工
事
、
配
水
管
新
穀
工
事
な
ど
非

常
に
厳
し
い
財
政
情
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
水
道
事
業

年
間
処
世
対
象
計
画
戸
数
は
改
良
住

宅
延
一
万
五
十
六
戸
、
県
営
住
宅
廷
三

千
六
亘
芦
、
梅
ノ
木
団
地
延
九
千
三
百

九
十
四
戸
の
計
延
二
万
三
千
五
十
戸
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
電
気
料
値
上
、
機
械
修
理
費

な
ど
運
営
経
費
の
増
額
で
、
今
後
、
使

用
料
金
の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

農
業
共
済
事
業

農
作
物
勘
定
二
百
二
十
三
万
円
（
対

前
年
比
五
％
減
）
で
、
麦
共
済
に
つ
い

て
は
．
水
田
再
編
に
伴
う
麦
作
奨
励
等

の
た
め
、
存
麿
科
目
で
計
上
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
、
家
畜
勘
定
四
千
円
、
業

務
勘
定
五
百
二
十
八
万
円
で
、
昨
年
よ

り
百
万
円
（
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
∵



置戸

し
尿
、
ご
み
収
集
手
数
料
の

町
助
成
金
を
改
正
し
ま
す

～
六
月
か
ら
助
成
金
五
十
円
、
し
尿
廃
止
、
ご
み
に
加
算
～

1日目ⅢⅢ　昭和55年4月5日ｌ…酬Ⅲ冊冊…刷冊腑Ⅲ冊冊

水
巻
町
で
は
、
い
ま
ま
で
く
み
と
り

料
金
の
町
助
成
金
を
一
人
当
り
五
十
円

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
六
月
一
日
か
ら

こ
れ
を
廃
止
し
、
ご
み
料
金
の
助
成
金

を
一
世
帯
当
り
．
百
三
十
円
を
百
八
十

円
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
料
金
は
次
の
表
の
と
お
り
に
な
り

ま
す
。改
正
の
理
由

①
公
団
、
県
営
住
宅
、
改
良
住
宅
な
ど

⑧
町
財
政
事
情
が
意
化
し
て
き
た
こ
と

で
、
一
部
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

料
金
の
値
上
げ
で
は
な
い

今
回
の
措
置
は
町
助
成
金
の
改
正
で

あ
っ
て
、
業
者
の
収
集
料
金
の
値
上

げ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
何
卒
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

しあわせの輪を

母
子
家
庭
介
護
人
派
遣

介
護
人
と
対
象
母
子
家
庭
の
登
録
募
集

で血献
日
時
　
5
月
通
日
（
木
曜
）

1
0
時
～
1
6
時

場
所
　
町
民
会
館
前

血
液
は
生
命
と
健
康
を
守
る

大
切
な
も
の
で
す
。
代
用
品
も

な
く
、
人
工
的
に
も
造
れ
な
い

血
液
は
、
い
つ
自
分
自
身
を
は

じ
め
家
族
や
知
人
に
必
要
と
な

る
こ
と
が
起
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。そ
こ
で
水
巻
町
で
は
、
住
民

の
み
な
さ
ん
に
深
い
理
解
と
温

か
い
協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
八
百
五

区分 収 集 料 金 町 助 成 金
実 質 料 金
（本人負担）

し尿 1 人当 り 0 （50 円〉 3〔将門×人敦
月　3∝ｌ円 （250円）

ごみ 1 世帯当り
月　6〔柏円 180円（130円） 4 20 円（470円）

（）は改正前

‾‾1

1

中
高
層
ビ
ル
の

下
水
道
化
、
ま

た
一
般
住
宅
の

簡
易
水
道
の
普

及
に
と
も
な
っ

て
、
し
尿
扱
取

の
助
成
方
法
に

該
当
す
る
世
帯

該
当
し
な
い
世

帯
と
公
正
を
か

く
よ
う
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し

た
。

母
子
家
庭
の
福
祉
事
業
の
一
環
と
し

て
母
子
派
遣
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
母
親
の
一
時
的
な
疾
病
の

た
め
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が

あ
る
母
子
家
庭
に
対
し
、
介
護
人
を
派

通
し
て
必
要
な
介
護
及
び
乳
幼
児
の
保

育
等
を
行
う
も
の
で
す
。

介
護
人
と
対
象
家
庭
の
登
録
を
希
望

さ
れ
る
か
た
、
ま
た
く
わ
し
い
こ
と
は

役
場
社
会
謀
老
人
児
童
係
ま
で
お
こ
し

下
さ
い
。

介
護
人
の
条
件

。
年
令
2
0
歳
以
上
7
0
歳
未
満
の
女
子

。
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

。
母
子
家
庭
の
福
祉
の
向
上
に
理
解
と

熱
意
の
あ
る
か
た

対
象
家
庭

Ｊ

乳
幼
児
ま
た
は
小
学
校
在
学
児
童
を

抱
え
た
母
子
家
庭

期
　
限

5
月
1
0
日
ま
で

＋
十
九
名
の
か
た
が
参
加
さ

れ
、
七
百
十
九
名
の
か
た

が
献
血
さ
れ
、
町
内
の
多

く
の
尊
い
生
命
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
か
た
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。

ゆ
1
6
歳
未
満
、
8
5
歳
以
上
の
人

㊥
体
重
が
男
子
4
5
毎
．
女
子
4
0
毎
以
下

の
人

㊥
過
去
1
か
月
以
内
に
献
血
し
た
人

④
病
気
で
薬
を
の
ん
で
お
ら
れ
る
人

献
血
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
役
場
内

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

日
赤
社
員
募
集

日
本
赤
十
字
社
が
創
設
さ
れ
て
百
三

年
、
国
際
赤
十
字
の
二
貫
と
し
て
世
界

百
二
十
六
か
国
の
赤
十
字
社
が
手
を
つ

な
い
で
人
道
博
愛
の
精
神
を
も
と
に
国

の
内
外
に
わ
た
っ
て
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。活
動
資
金
は
、
赤
十
字
社
員
が
納
入

す
る
社
費
と
寄
附
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
御
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
社
員
の
募
集
は

区
長
、
婦
人
会
へ
申
込
み
下
き
い
。
ま

た
社
員
に
な
り
ま
す
と
日
赤
の
門
標
を

お
届
け
し
ま
す
。

い
い
季
節
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
一
汗

水
道
管
修
理
は
水
道
工
事
セ
ン
タ
ー
へ

四
月
一
日
か
ら
水
道
管
修
理
専
門

の
水
道
工
事
セ
ン
タ
ー
が
役
場
横
に

新
設
さ
れ
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た

今
後
、
水
道
工
事
セ
ン
タ
ー
で
は

日
曜
・
祭
日
を
問
わ
ず
毎
日
、
午
後

1
0
時
ま
で
職
員
が
待
機
し
て
い
ま
す

と
こ
ろ
に
至
急
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

。
平
日
（
8
時
3
0
分
～
1
7
時
）
は
、

役
場
水
道
諜
（
脅
2
0
1
・
4
3

2
1
〕
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
へ

。
日
、
祭
日
及
び
1
7
時
以
後
は
水
道

工

事

セ

ン

タ

ー

（

曾

2

0

1

・

4

な
お
、
次
の
地
区
に
つ
い
て
は
、

い
ま
ま
で
ど
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管

理
者
に
通
報
下
さ
い
。

ｌ
、
、
…

水
道
管
の
破
損
、
水
漏
は
、
次
の

ｌ

ｌ

’

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

’

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

．

1

ｈ

ｔ

ｔ

▼

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

ｔ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｈ

ｔ

ｔ

ｔ

4

4

8

）

　

へ

ｌ

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｔ

．

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

＿

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

。
公
団
梅
ノ
木
団
地
↓
公
団
サ
ー
ビ

ス

　

（

曾

5

7

1

・

3

1

8

7

）

　

へ

。
町
営
住
宅
、
改
良
住
宅
1
役
場
住

宅

課

（

曾

2

0

1

・

4

3

2

1

）

へ

。
県
営
住
宅
1
北
九
州
土
木
事
務
所

（

曾

6

9

1

・

2

7

6

1

）

　

へ

、

、

、

、

、

・

－

1

　

－

、

、

、

、

、

．

．

1

－

－

1

1

1

1

1

　

－

　

－

1

1

1

1

1

1

－

－

　

－

　

1

1

1

、

ヽ

ｌ

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

各
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
で
は

社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、
町
民
の
融

和
、
体
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
1
8

歳
～
5
0
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
代
層
で
ソ

フ
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

現
在
1
3
地
区
で
毎
月
全
体
が
集
い
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
今
か
ら
は
時
期
も
よ
し

上
手
、
下
手
は
ぬ
き
に
し
て
、
休
日
を

家
族
連
れ
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

入
会
希
望
者
は
次
の
同
好
会
代
表
者

ま
で
、
（
　
）
は
代
表
者

静
熊
（
塚
本
昇
）
、
入
江
興
産
（
小

田
久
三
）
、
梅
木
団
地
（
田
川
賢
二
）

封
′
鴇

上
二
（
渡
辺
智
徳
）
、
古
賀
（
竹
内
親

利
）
、
頃
末
（
平
野
治
夫
）
、
下
二
　
（

盛
田
節
雄
）
、
下
二
町
住
（
今
橋
政
喜

高
松
団
地
（
荒
巻
和
明
）
、
．
み
ず
ほ

孝
二
郎
）
、
美
吉
野
団
地

（
永
田
勝
利
）
、
吉
田
三
　
（
三
浦
虎

雄
）転
居
届
は
早
く
正
確
に

こ
の
時
期
は
、
入
学
、
就
職
、
転
勤

な
ど
で
住
所
変
更
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
。

住
所
変
更
が
あ
っ
た
ら
、
役
場
だ
け

で
な
く
、
必
ず
郵
便
局
に
も
早
め
に
転

居
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
貯
金

通
帳
な
ど
の
住
所
変
更
も
。

国民年金の特例納付は　周鍋田蛮習です。お早めに
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老
人
大
学
及
び
大
学
院
受
講
生
募
集

高
齢
者
の
か
た
に
学
習
や
社
会
活
動

参
加
へ
の
機
会
を
与
え
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
ま
ち
し
ま
す
。

㊥
大
学

▼
開
設
場
所
　
岡
垣
町
中
央
公
民
館

（
岡
垣
町
吉
木
）

▼
募
集
対
象
　
6
0
歳
以
上
…
百
名

▼
学
習
内
容

。
教
養
コ
ー
ス
　
（
全
員
受
講
）

。
選
択
コ
ー
ス
園
芸
・
書
道
・
俳
句

▼
学
習
日
時

5
月
中
旬
～
1
1
月
中
旬
の
毎
金
曜
日

1
0
時
～
1
5
時
（
昼
休
み
ｌ
時
間
）

㊥
大
学
院

▼
開
設
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

（
遠
賀
町
今
古
賀
）

▼
募
集
対
象
　
老
人
大
学
を
修
了
し
た

者
－
百
名

▼
学
習
内
容

。
教
養
コ
ー
ス
　
（
全
員
受
講
）

。
専
門
コ
ー
ス
　
書
道
・
水
墨
画

民
輌
・
短
歌

▼
学
習
日
時

5
月
中
旬
～
1
1
月
中
旬
の
毎
木
曜
日

1
0
時
～
1
5
時
（
昼
休
み
1
時
間
）

大
学
・
大
学
院
と
も
無
料
で
す
。
（

た
だ
し
教
材
費
は
各
自
負
担
）

申
込
み
は
、
5
月
8
日
ま
で
水
巻
町

教
育
委
員
会
ま
で

。
場
所
　
新
日
本
製
鉄
教
育
セ
ン
タ
ー

（
八
幡
東
区
宮
の
町
）

▼
受
験
申
請
書
の
受
付

4
月
2
3
日
～
5
月
7
日
ま
で
県
立
の

各
職
業
訓
練
校
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
職
業
纏
力
開
発
協

会

（

曾

0

9

2

・

2

9

1

・

0

6

4

7

）

危
険
物
販
扱
者
試
験

技
能
検
定
受
検
案
内

▼
検
定
職
種
　
遊
園
、
鋳
造
、
板
金
、

左
官
、
製
版
、
表
装
、
写
真
、
タ
イ

ル
、
服
製
造
な
ど
4
0
種

▼
試
験

。
学
科
　
9
月
は
日
、
2
1
日
、
2
8
日
（

職
種
に
よ
っ
て
指
定
）

。
実
技
　
6
月
2
7
日
～
9
月
2
8
日
ま
で

に
指
定
す
る
日

▼
試
験
日
　
6
月
1
5
日
〔
日
曜
）

▼
試
験
地
　
北
九
州
大
学
及
び
筑
豊
工

業
高
校
（
直
方
市
）

▼
願
書
受
付
　
5
月
1
5
日
～
1
6
日
、
北

九
州
市
消
防
局
ま
で

危
険
物
販
扱
者
準
備
蹟
習
会

▼
日
時
　
5
月
2
9
日
（
木
曜
）

8
時
3
0
分
～
1
7
時

▼
場
所
　
中
同
市
中
央
公
民
館

▼
受
付
　
5
月
2
1
日
か
ら
都
消
防
署
予

防
係
ま
で

二
級
建
築
士
試
験

早
め
　
に
　
つ
　
も
う

非

行

の

目

少
年
が
非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
子
を
も

つ
親
だ
け
で
な
く
．
町
民
だ
れ
も
が

心
か
ら
願
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
少
年
、
少
女
に
よ
る
遊

び
型
非
行
が
多
発
し
、
ま
た
、
暴
走

族
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
悪
質
な
非
行
、

中
高
年
に
よ
る
暴
力
事
件
、
性
非
行

シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
な
ど
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
少
年
た
ち
は
、
非
行
に

走
り
や
す
い
反
面
、
た
と
え
非
行
を

犯
し
て
も
、
適
切
な
指
導
や
教
育
に

ょ
っ
て
再
び
健
全
な
少
年
に
た
ち
戻

る
可
能
性
が
強
く
、
そ
れ
が
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
た
ち
直
る
こ
と
が
容
易

で
効
果
も
上
り
ま
す
。

水
巻
町
で
は
、
少
年
非
行
を
防
止

す
る
た
め
に
、
シ
ン
ナ
ー
乱
用
の
補

導
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
シ
ン
ナ

ー
の
乱
用
は
転
落
の
第
一
歩
と
思
わ

れ
ま
す
、
早
め
に
発
見
し
て
立
ち
直

ら
せ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
シ
ン
ナ
ー

の
乱
用
に
よ
っ
て
数
多
く
の
尊
い
生

命
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
な

い
で
下
さ
い
。

（
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
）

。
息
や
衣
類
か
ら
、
シ
ン
ナ
ー
特
有

の
揮
発
性
の
に
お
い
が
す
る

。
嶺
色
が
悪
く
、
食
欲
が
な
く
な
る

。
酔
っ
た
よ
う
な
言
葉
や
態
度
を
す

る
。
勉
強
、
仕
事
ざ
ら
い
に
な
る

腰
間
ｌ

。
学
　
科

。
設
計
製
図

▼
試
験
会
場

▼
受
　
付

7

月

2

7

日

9

月

1

4

日

福
岡
大
学
（
福
岡
市
西

区
七
限
）

5

月

1

2

日

～

1

6

日

ま

で

土
木
事
務
所
建
築
課
へ

時
間
は
1
8
時
～
2
1
時

く
わ
し
い
こ
と
は
県
渉
外
課
ま
で

福
岡
県
少
年
の
船

～
沖
縄
研
修
～

▼
受
験
案
内
及
び
申
込
用
紙
交
付

5
月
1
日
か
ら
土
木
事

務
所
建
築
課
ま
で

青
年
海
外
協
力
隊
員

募
　
集
　
説
　
明
　
会

▼
日
時
・
場
所

。
5
月
9
日
　
新
小
倉
ビ
ル

。
5
月
1
2
日
　
天
神
ビ
ル
　
（
福
岡
市
）

▼
募
集
人
員

ｑ
小
学
生
（
5
年
以
上
）
－
4
百
名

。
中
学
生
　
　
　
　
　
　
－
2
百
名

▼
研
修
期
間

。
第
7
回
　
7
月
2
5
日
～
7
月
2
9
日

。
第
8
回
　
8
月
3
日
～
8
月
7
日

▼
申
込
期
限
　
5
月
7
日
ま
で

申
込
用
紙
は
町
教
育
委
員
会
に
お
い

て
あ
り
ま
す
。

住

宅

及

び

そ

の

用

地

を

取
得
き

土
地
ま
た
は
家
屋
を
取
得
さ
れ
ま
す

と
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税
き
れ
ま
す

が
、
1
6
5
が
以
下
で
1
が
当
り
評
価

額
。
0
万
7
千
円
以
下
の
住
宅
及
び
そ
の

用
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
さ
れ
た
臼
か

ら
6
0
日
以
内
に
申
告
さ
れ
る
と
軽
減
さ

れ
ま
す
。

も
し
、
こ
の
期
間
内
に
申
告
が
な
い

と
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
若
松
財
務
事
務
所

（

曾

7

6

1

・

4

0

2

5

）

ま

で

軽
自
動
車
納
税
通
知
書

に
証
明
書
が
添
付

昭
和
五
十
五
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書
に
継
続
検
査
用
　
（
車
検

用
）
納
税
証
明
書
が
添
付
さ
れ
ま
し
た

の
せ
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
納
税
証
明

書
を
と
り
に
役
場
に
く
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
納
付
と
同
時
に
納
税

れ
た
か
た
　
へ

証
明
書
が
使
用
で
き
ま
す
。
な
お
、
納

付
後
納
税
書
を
紛
失
し
た
場
合
や
、
前

年
度
税
未
納
の
場
合
は
、
い
ま
ま
で
ど

お
り
役
場
収
納
係
で
発
行
し
ま
す
。

便
利
な
口
座
振
替
納
税
を

申
込
み
手
続
は
、
左
記
金
融
機
関
へ

納
税
通
知
書
、
預
金
通
帳
と
そ
の
使
用

印
鑑
及
び
収
入
印
紙
（
百
円
）
を
持
参

す
れ
ば
す
ぐ
で
き
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

遠
賀
信
用
金
庫
本
店
、
福
岡
銀
行
1

折
尾
支
店
、
梅
ノ

ノサ・

先
回
号
の
4
Ｐ
中
、
住
宅
金
融
公
庫

受
付
の
な
か
で
、
利
率
5
％
（
年
利
）

と
あ
り
ま
し
た
の
は
、
5
・
5
％
で
す

の
で
．
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

今月の納期一固定資産税。軽自動車税　一期
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小
児
マ
ヒ
予
防

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

▼
対
象
児
　
生
後
Ｓ
か
月
～
1
8
か
月
の

乳
幼
児
で
、
ま
だ
一
度
も
服
用
し
て

な
い
子
供
及
び
1
回
だ
け
し
か
服
用

し
て
な
い
子
供
（
生
ワ
ク
チ
ン
は
2

回
の
ん
で
完
了
）
4
歳
ま
で
の
ん
で

な
い
子
供
は
相
談
下
さ
い
。

▼
日
時
　
5
月
8
日
（
木
曜
）

午
後
2
時
～
3
時

▼
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
注
意
事
項

。
問
診
票
を
必
ず
前
日
ま
で
に
役
場
衛

生
係
に
、
ま
た
問
診
票
に
捺
印
の
な

い
も
の
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。
母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

。
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
っ
て
く
る
こ

と
▼
次
に
該
当
す
る
子
供
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん

。
熱
が
あ
る
。
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん

を
起
こ
し
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
。

下
痢
を
し
て
い
る
。
は
し
か
な
ど
の

予
防
注
射
を
受
け
て
1
か
月
以
上
経

過
し
て
な
い
。
は
し
か
、
お
た
ふ
く

風
邪
、
水
痘
、
風
疹
に
か
か
っ
て
ｌ

か
月
以
上
経
過
し
て
な
い

そ
の
他
心
配
な
点
は
主
治
医
に
相
談

く
だ
さ
い
。

母
　
親
　
学
　
級

▼
日
時
　
5
月
㍑
日
、
1
9
日
、
2
6
日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館

▼
対
象
者
　
初
妊
婦

母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

5
月
の
母
子
手
帳
交
付

母
子
手
帳
の
使
い
方
及
び
妊
娠
中
の

保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
必
ず
1
0
時
ま

で
会
場
に
お
こ
し
下
さ
い

▼

月

日

　

5

月

1

2

日

、

2

6

日

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い

5
月
の
仙
配
。
驚
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
／

▼

日

時

　

5

月

8

日

、

1

6

日

、

2

2

日

、

2

9

日

、

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
法
務

局
、
人
権
擁
護
委
員
会

な
お
、
5
月
1
6
日
は
憲
法
記
念
日
行

事
と
し
て
、
法
務
局
、
福
祉
事
務
所
職

員
を
招
い
て
、
相
続
、
登
記
、
人
権
、

福
祉
な
ど
専
門
的
な
指
導
を
し
ま
す
。

身
障
者
巡
回
相
談

及
び
結
婚
相
談

該
当
者
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
相
談

下
さ
い
。
こ
ら
れ
る
際
に
は
身
障
者
手

帳
・
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
一
般
身
障
者

。
日
時
　
5
月
2
8
日
、
1
0
時
～
1
5
時

。
場
所
　
岡
垣
町
東
部
公
民
館
（
海
老

津
）

㊥
身
障
者
児
童
及
び
戦
傷
病
者

戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
の
相
談
も
行

い
ま
す
。

。
日
時
　
4
月
3
0
日
　
1
0
時
～
1
5
時

。
場
所
　
中
闇
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ダ
イ
エ
ー
横
）

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
5
月
6
日
（
火
曜
）

1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
闇
市
市
民
談
話
室

福
岡
県
警
察
官
募
集

▼
試
験
日
　
6
月
1
日

▼
試
験
地
　
小
倉
工
業
高
校
（
小
食
北

区
）

▼
受
験
資
格
　
昭
和
2
7
年
4
月
2
Ｒ
Ｔ
（

3
7
年
4
月
1
日
ま
で
の
男
子

▼
受
付
期
間
　
4
月
1
5
日
～
5
月
1
4
日

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ

折
尾
警
察
署
警
務
課
（
曾
6
9
1
・

0

3

3

1

）

ま

で

民
謡
舞
踊
会
員
募
集

▼
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
3
0
分
～

▼　▼

指　会

導場

町
民
会
館

若
柳
流
家
元

丸
岡
礼
子
先
生

申
込
み
は
山
本
（
徽
2
0
1
・
1
2

2
8
）
ま
で

食
生
活
改
善
推
進
教
室

受
講
生
募
集

▼
受
講
期
間
　
昭
和
5
5
年
5
月
～
5
6
年

3
月
ま
で
毎
月
1
回
（
第
3
金
曜
）

9
時
3
0
分
～
1
2
時

▼
場
所
　
遠
賀
保
健
所
（
頃
末
）

▼
申
込
期
限
　
4
月
3
0
日
ま
で

テ
キ
ス
ト
は
県
よ
り
配
付
、
受
講
料

は
無
料
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
役
場
衛

生
係
ま
で
。

5月のし尿汲取予定日
1日　頃末、猪熊

2日　頃末、唐熊、鯉口、猪熊

6日　唐熊、鯉口、猪熊

7日．唐熊、御輪地、車返し、鯉口、猪熊
8日　頃末（15・25区）猪熊、御輪地、車

返し、鯉口、垣添、新生街（山ノロ団
地）

9日　古賀、新生衝、緑風園、松栄荘団地、
頃木（18区）

10日　古賀、机、緑風園、中央区、松栄荘団

地、美吉野団地

12日’頃末（5・12・13区）、中央区、片山

立屋敷、伊佐座、美吉野団地

13日　頃末（5・12・13区）、中央区、川端
通り本村、下二、美吉野団地

14日　車返し、古賀区、高松区、樋口、卯月

中央区、大橋、県道筋、川端通、本村

15日　御輪地、宮ノ下、樋口、卯月、大橋、

県道筋、ヌメリ石、宮尾、商店街

16日　頃末（6・11・14区）、大橋、県道筋
商店街、月夜待、机社宅

17日　二町住、下二町任、月夜待、頃末Ｃ6
・11・14区）

19日　吉田団地、二町住、猪熊

20日．吉田団地、猪熊、樋口

21日　吉田団地、猪熊町任

22日　吉田団地、下二、二、古賀県住

23日　下二、二、本村、伊佐座

24日　下二、二、伊佐座

26日　みずほ団地、古賀区（梅ノ木団地側〕

27［1古賀区（梅ノ木団地側）、みずほ団地
幼稚園通り

幼稚園通り、梅ノ木区

］

！28日

ｉ29日興園通。、梅ノ木区

～　お　　礼～
次のかたから社会福祉協議会にご寄暦がありました。ありが
とうございました。
○香典返し
吉田二　　故菅　　イシ殿　　　白石　三明殿
猪　熊　　故吉田　ナミ殿　　角渾　虎雄殿
〃　　　　故大員　千枝子殿　　大貝　寿丸殿

の発刊を記念して

当を。
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